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南岩手交流プラザリニューアル事業 基本計画策定業務 

公募型プロポーザル実施要領 

 

１ 募集事項 

 (1) 委託業務名 

   南岩手交流プラザリニューアル事業 基本計画策定業務 

 (2) 事業目的・業務範囲等 

「南岩手交流プラザリニューアル事業 基本計画策定業務委託仕様書」（資料１）の

とおり。 

 (3) 履行期間 

   契約締結の日から令和８年２月 16 日まで 

 (4) 提案上限金額 

   3,000,000 円（消費税及び地方消費税を含む）を上限とする。 

 

２ 応募資格 

本業務に応募することができる者は、次に掲げる要件を全て満たす法人又は複数の法人

で次に掲げる要件を全て満たす者とする。 

 (1) 過去 10 年以内（平成 27 年４月から令和７年３月末まで）に観光案内所や賑わい施設

等の開発計画策定業務を履行した実績があり、この業務を遂行することができる能力を

有していると認められること。 

 (2) 管理技術者として、「建築士法」による一級又は二級建築士がいること。 

 (3) 「会社更生法」に基づく更生手続開始の申立て又は「民事再生法」に基づく民事再生

手続開始の申立てがなされておらず、この業務を遂行することができる経営基盤を有し

ていると認められること。 

 (4) 「奥州市営建設工事に係る指名停止措置基準」及び「奥州市物品の製造の請負又は物

品の買入れに係る指名競争入札参加者の資格及び指名等に関する要綱」に基づく指名停

止措置を受けている者でないこと。 

 (5) 「地方自治法施行令」第 167 条の４第１項の規定に該当する者でないこと。 

 (6) 「奥州市暴力団排除条例」に基づく「奥州市暴力団等排除措置要綱」第３条の規定に

該当する者でないこと。 

 (7) 現在の主たる事業所所在市町村の市町村税を滞納していないこと。 

 

３ スケジュール（予定） 

 (1) 実施要領等の公表・募集開始     令和７年８月 19 日(火) 

 (2) 現地見学会の開催          令和７年８月 28 日(木)・29 日(金) 

 (3) 企画提案書作成等に係る質問期限   令和７年９月２日(火) 

 (4) 企画提案書作成等に係る質問への回答 質問書到着から原則３営業日以内 

 (5) 参加表明書提出期限         令和７年９月 19 日(金) 

 (6) 参加資格審査結果通知        令和７年９月 24 日(水) 

(7) 企画提案書提出期限         令和７年 10 月８日(水) 



2 

 

 (8) 審査会（プレゼンテーション）    令和７年 10 月 15 日(水) 

 (9) 選考結果の通知・公表        令和７年 10 月 16 日(木) 

 (10)契約締結及び業務開始        令和７年 10 月 30 日(木) 

 

４ プロポーザルの手続きについて 

 (1) 企画提案書作成等に係る質問及び回答 

  ア 質問の方法 

    質問項目を質問票（様式５）に記載し、電子メールで提出すること。その際、メー

ルの題名は「【南岩手交流プラザ】基本計画策定業務への質問」とすること。 

なお、電話、ファックス、持参での提出は受け付けない。 

  イ 提出先（電子メールアドレス） 

    kankou@city.oshu.iwate.jp（奥州市商工観光部観光物産課） 

  ウ 回答方法 

質問及び回答は、質問票受付日から３営業日以内に奥州市ホームページに掲載す

る。なお、質問者名は掲載しない。 

 (2) 現地見学会 

現地見学会は、８月 28 日(木)・29 日(金)の両日、希望者があった場合のみ開催す

る。現地見学を希望する場合は、以下のとおり申し込むこと。 

ア 申込期限 

  令和７年８月 26 日(火) 午後５時まで 

イ 申込み方法 

希望者の氏名、所属会社名、見学会に参加する人数、見学を希望する日時を記載し

た電子メールにより申し込むこと。その際、メールの題名は「【南岩手交流プラザ】

現地見学会の申込み」とすること。 

  ウ 申込先（電子メールアドレス） 

kankou@city.oshu.iwate.jp（奥州市商工観光部観光物産課） 

  エ 申込みの確定 

希望者に対し、上記メールアドレスから見学日時を記載したメールを返信すること

により、申込みの確定とする。 

  オ 留意事項 

現地への交通費等は、希望者の負担とする。 

 (3) 参加表明書類の提出 

  ア 提出書類 

   (ア) 参加表明書（様式１） １部 

   (イ) 業務実績報告書（様式２） １部 

※官民を問わず、過去 10 年以内に履行した施設等開発計画策定業務のうち代

表的なもの（最大２件）の内容が分かる資料を添えて提出すること。複数の法

人で参加する場合は、主たる法人の実績を対象とする。 

※電子データ（PDF 形式）を併せて提出すること。 

   (ウ) 会社概要（様式３） １部 
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(エ) 協力予定事業者調書（様式４） １部 

(オ) 主たる事業所が所在する市町村の市町村税を滞納していないことの証明書 １部 

※提出日より３か月以内に発行されたものに限る。複数の法人で参加する場合

は、主たる法人を対象とする。 

   (カ) その他以下に掲げる添付書類 各１部 

・事業実施体制図（提案者全体の体制図、協力予定事業者間の連携体制、応募

資格に掲げる有資格者の配置等） 

 ※様式は問わない。 

・履歴事項全部証明書（商業・法人登記） 

 ※複数の法人で参加する場合は、参加するすべての法人のもの 

・建築士免許（写し） 

・直近の決算年度の財務諸表（貸借対照表、損益計算書）（写し可） 

 ※複数の法人で参加する場合は、主たる法人のもの 

  イ 提出期限 

    令和７年９月 19 日(金) 午後５時まで（必着） 

  ウ 提出方法 

郵送（書留郵便）又は持参。なお、業務実績報告書の電子データは USB ストレージ

での提出とし、郵便事故について市では責任を負わない。 

  エ 提出先 

    「(6) 連絡先」のとおり。 

  オ 参加資格審査結果の通知 

    令和７年９月 24 日(水)までに、参加表明書に記載された担当者メールアドレス宛

にメールで通知する。 

 (3) 企画提案書類の提出 

  ア 提出書類 

   (ア) 企画提案書提出届（様式６） １部 

   (イ) 企画提案書 ８部 

※様式は問わない。 

※電子データ（PDF 形式）を併せて提出すること。 

   (ウ) 見積書 １部 

      ※様式は問わない。 

  イ 提出期限 

    令和７年 10 月８日(水) 午後５時まで（必着） 

  ウ 提出方法 

郵送（書留郵便）又は持参。なお、企画提案書の電子データは USB ストレージでの

提出とし、郵便事故について市では責任を負わない。 

  エ 提出先 

    「(6) 連絡先」のとおり。 

 (4) 企画提案書の作成要領 

   企画提案書は、以下とおり作成すること。 
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  ア 様式 

用紙サイズは A4 サイズとし、用紙のタテ・ヨコは問わない。ページ数は、表紙及

び目次を除いて 20 ページ以内に収めること。 

提出する際はフラットファイル又はリングファイルに、「イ 構成」の順番に収め

ること。また、フラットファイル又はリングファイルの表紙及び背表紙には提案者名

を記載し、標題は「南岩手交流プラザリニューアル事業 基本計画策定業務企画提案

書」とすること。 

  イ 構成 

項目 ページ上限 内容例 

①表紙 １ 
 

②目次 １  

③事業理解・課題分析 ３ アンケート活用方法含む 

④提案コンセプト ３ ビジョン・キーワード 

⑤平面/動線プラン ６ ゾーニング・パース等 

⑥コンテンツ・ICT ３ サイネージ・映像企画等 

⑦運営・コミュニティ ２ 観光案内所の運営体制・イベント案 

⑧事業費見積・コストの見通し ２ 内訳を記載すること 

⑨スケジュール・ 

リスクマネジメント 
１ ※様式は問わない 

  ウ 記述 

このプロポーザルでは専門的見地からの企画提案を求めており、エビデンスに基づ

いた明瞭かつ具体的な提案とするとともに、専門知識を有しない者にもわかりやすい

内容とすること。また、専門用語や略語については脚注等により定義や意味の説明を

付すること。 

 (5) プロポーザルの手続きに係る留意点 

   ア 企画提案書類の作成及び書類の提出に要する経費は、提案者の負担とする。 

   イ 提出期限後の修正及び再提出は認めない。 

   ウ 提出された書類は返却しない。 

   エ 提出書類は、固有名詞を除きすべて日本語で記述すること。 

 (6) 連絡先 

担当部署：奥州市商工観光部観光物産課 

   担 当 者：鳥海 友紀/井上 悠太 

   所 在 地：〒023-8501 岩手県奥州市水沢大手町一丁目１番地 

   電  話：0197-34-1759 

   FAX   ：0197-24-1992 

   E-mail ：kankou@city.oshu.iwate.jp 
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５ 受託候補者の選定 

 (1) 選定方法 

「南岩手交流プラザリニューアル事業 基本計画策定業務公募型プロポーザル審査委

員会」（以下「審査委員会」という。）において、提案者からの企画提案書及びプレゼン

テーションにより審査を行い、最上位の提案者を受託候補者に選定する。 

 (2) 失格要件 

   以下の要件に該当する者は、企画提案書提出後であっても失格とする。 

ア 「２ 応募資格」の要件を満たさなくなった場合 

イ 提出書類に虚偽の記載をした場合 

ウ 審査の公平性に疑念を生じさせる行為があった場合 

エ 企画提案にあたり著しく信義に反する行為があり、審査委員会が失格と認めた場合 

 (3) 審査基準等 

「南岩手交流プラザリニューアル事業 基本計画策定業務 プロポーザル審査要領」

（資料２）による。 

 (4) 通知 

   審査の結果は、以下のとおり通知する。 

ア 審査会（プレゼンテーション）については、辞退及び失格となっていないすべての

提案者に対して、メールにより日時、会場等を通知する。なお、それ以前又はその後

においても、「(2) 失格要件」に該当する提案者が判明した場合は、遅滞なく同様の

方法にてその者へ失格の旨を通知する。 

イ 審査会に参加した提案者に対して、審査結果を令和７年10月16日(木)付の書面によ

り通知するとともに、市ホームページに以下の事項を掲載する。 

 (ア) 業務名称 

 (イ) 受託候補者の名称及び所在地 

 (ウ) 参加者の数 

ウ 受託候補者とならなかった提案者は、審査結果の通知後、その理由について令和７

年10月23日(木)まで説明を求めることができる。ただし、選定結果についての異議申

し立ては一切受け付けない。 

(5) 留意事項 

プレゼンテーションは対面で行うものとし、開催場所及び日時は、企画提案書類を提

出した者に通知する。なお、開催場所までの交通費等は提案者の負担とする。 

 

６ 契約 

「５ 受託候補者の選定」により選定した受託候補者との契約に向けた協議等は、以下

のとおりとする。 

 (1) 契約交渉 

提案内容と委託仕様書との間に相違がある場合は、発注者と受託候補者とが協議のう

え、最終的な仕様を確定するものとする。 
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 (2) 契約の締結 

協議及び合意内容に基づき、発注者は受託候補者から改めて見積りを徴取する。この

際の見積金額は、企画提案書類として提出された見積書に記載の金額を上限とする。 

徴取した見積りに基づいて、一般的な契約条項を記載したものに以下の書類を加えた

契約書類を作成し、契約を締結する。 

ア 「(1) 契約交渉」に基づく仕様書 

イ その他特記事項がある場合は、その内容を記載した書類 

(3) 交渉の不調 

「(1) 契約交渉」の期間は原則として令和７年 10 月 24 日(金)までとし、この期間内

に最終的な仕様の確定に至らない場合は交渉の不調として、次位の提案者を受託候補者

に繰り上げて契約交渉に入るものとする。 

 (4) 実施設計業務の委託に係るインセンティブの付与 

本業務の受託者には、本業務の後に行う予定の実施設計業務を、特命随意契約により

委託するインセンティブを付与するものとする。 

 

７ その他 

(1) 提出された書類は提案者の評価以外の目的には使用しない。なお、評価に必要な場

合、発注者は提出された書類を複製することがある。 

(2) 受託候補者の選定に係る情報の開示請求等については、「奥州市情報公開条例」第７

条各号に掲げる非開示情報を除き、原則開示するものとする。なお、開示対象文書及び

開示基準については、別表「開示対象文書及び開示基準」のとおりとする。 

(3) 提案者は、参加表明後であっても辞退ができる。この場合における辞退を理由とし

て、以後の発注者による他の入札等において不利益な扱いを受けることはないものとす

る。ただし、受託候補者となったのちに辞退する場合においては、この限りでない。 

(4) 公平な評価によるプロポーザルが実施できないと認められる場合及びそのおそれがあ

る場合は、プロポーザルの執行を延期又は中止することがある。なお、受託候補者とな

ったのちに不正な行為が判明した場合は、契約解除等の措置を行うとともに、与えた損

害の賠償を求めることがある。 

(5) 本業務の成果物の著作権は発注者に帰属するものとし、その詳細は契約書類にて定め

る。 
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【別表】 

 

開示対象文書及び開示基準 

 

【凡例】○：開示、△：部分開示（※１）、×：非開示 

開示対象文書の名称 

開示基準 

候補者選定前 
候補者選定後 

（辞退者を除く。） 

事業提案に関する書類 

参加表明書    ×    ○ 

企画提案書    × △ 

実施体制調書    × △ 

見積書    × △ 

法人等の資格に関する

書類 

会社概要書    ×    ○ 

登記事項証明書等    ×    ○ 

業務実績書等    × △ 

財務諸表、納税証明書等    × △ 

仕様書、実施要領    ○    ○ 

事業者を選定するための評価項目、配点等    ○    ○ 

審査結果、採点表等    × △ 

審査委員会 
委員名簿    ×    △ 

議事内容の記録    ×    △ 

 

※１ 「△：部分開示」とは、奥州市情報公開条例第７条各号に規定する非開示情報を除く

情報を開示することをいう。 

※２ 提案者から非開示を求める部分がある場合には、事前に具体的な理由を記載した文書

の提出を求めるものとし、当該事由の該当の有無については、当市において判断するも

のとする。 

※３ 審査結果、採点表等は、審査委員が特定できない形での開示とする。 

 


